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院生参画授業の実際   
日本教育大学院大学の院生によるゼミ実践報告  
佐々木 美紗（日本教育大学院大学学校教育研究科英語科1年）  









いていることを意味する。   
なお，山形大学には昨年12月12日にFDシンポ  
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おり，その方々にも感謝の念で一杯である。   
以下，①～⑪の授業について詳しく説明する。   
1－2．ゼミ活動の詳細  






i）まず，一定のテーマに沿ってグループの各メン   
バーがラベルを記入する。  
ii）そのラベルを集め，ラベルをよく読み込んで1   
～3枚程度ずつ色画用紙に乗せ，それらを「小   
皿」にしてその看板を決める。  
Iii）「小皿」の看板が決まったら，「小皿」の看板同   
士をよく読みこみ，「中皿」にして看根を決め  
る。  
iv）jii）と同じように，「中皿」の看板をよく読み   
込んで「大皿」にしその看板を決める。そして   
図解全体のタイトルを決める。  
V）「大皿」，あるいは「中皿」「小皿」同士でつなが   
りを持たせ，図解を完成させる（レイアウトは自  
由だが，作成日，グループのメンバー．使ったラベルの  
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ヽヽヽヽ とは「人の心をくみ取る」ことにもなる。ゆえに，  
ヽヽヽヽヽヽヽヽ 最初にカテゴリーを勝手に作って分類してはならな  






認識し合うようになる。   






なるラベルワークなのである。   




ニアス英和辞典 第4版』より）が，林教授のゼミや授  
業では，毎回のゼミ・授業で出された新聞・作品な  
どをファイルに収めたものを指す。先程の英語の意  





んできたかがわかるようになっている。   
























となる。   













る。   




⑥山形大学FDシンポジウム   
このシンポジウムは，それまでの授業実践を発表  
させて頂く，極めて重要な機会となった。研究発表  
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の場に学生が関わることが，私が知る限りないから  
かもしれないが，とにかくもこの発表が，参画教育  
が外に発信されるまたとない機会となった。   










の授業で発表された授業新聞より）。   
















いものである。   








言っても良い。（資料②参照）   












り）。   












で伝統となってくれることを私は願ってやまない。   
なお⑨ラベル新聞，⑩授業企画書は本書の最後に  
実物（A4縮小版）を掲載する。  
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【写真2：学びのプロセス図解】  になっていることが少ないのではなかろうか。  







1－3．ゼミ・授業の名言緑   
林ゼミ，及び林教授の授業では様々な名言が生ま  
れた。その一部を今回紹介させて頂く。  













2．ゼミ体験記   
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が目に見えてわかるようになった。   








【写真4：2009年度 林ゼミ集合写真】  
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ラベルワー ク導入企画がその1つである。中学1・2  
年生対象に行われた入試説明会の中で，  




































今後の展開の可能性が感じられた。   
②ラベルを用いることで，対等な話し合いが行わ  
れづらい両者の意見交換もスムーズに行われ  
た。   
③求めたい意見に関して貴重な生の意見を抽出  
し易かった。   
④改善点として補助スタッフの数が不十分だっ  







あった。   
しかしこのように林ゼミという8人の輪でしかな  
かった参画グループが時間をかけて，少しずつ外へ  
3－3．林ゼミ生による学外への活動展開   
さて，私たちの参画活動は各個人でも展開されて  
いる。   
ゼミ生中嶋美代子（社会科）による学習指導塾での  
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①学生／教職員によるイベント「パ   
ンキョー革命」開催  
②「パンキョー革命」提議喜作成・   
提出  
大阪大学  





②学生交流／システム改善／授業改   
善3つのワーキンググループに   
よる活動  
FDサミ・yト参加虎学に訊ける   
学動こきる主な取り組計  





「カリキュラムを考える会」運営  北九州市立大  
学   
①学部公式サイト立ち上げ  
②学部紹介パンフレット／DVD作   
成  




学部  4－2．学生FDサミットから見られる学生の主張   
これらの例からも分かるように，今現在さまざま  
な大学が教員・職員・学生という3本の柱立てで大  




京都文教大学  （D新入生に向けての「京都文教入   
門」の実施  
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・自分たちの大学に愛と誇りを持っている。   
・教授ともっと話がしたい。   
・学生の意見をもっと反映させてほしい。   
一学生のマナーを改善したい。   
・学生間・学生と教職員間の触れ合いが少ない。   
・カリキュラム設定から目標が見出しにくい。   
・アンケート調査をもっと反映させてほしい。   
















ー53－   
山形大学高等敦育研究年報 第4号 2010年3月  


































職員の方々の姿に励まされた一人である。   
そんな信頼関係からなる，好スパイラルこそが今  
後の高等教育機関の発展をよりよく運んでいくので  








・『学生参画授業論～人間らしい「学びの場」づくりの理   
論と方法～』林義樹（学文社，1994）  




・『生涯学習支援のための参加型学習（ワークシ】げ）   
のすすめ方～「参加」から「参画」へ～』林義樹   
他（ぎょうせい，2000）  
・『大学・高等教育の経営戦略』林義樹他（玉川大   
学出版部，2000）  
一資料－  
・小林将著「10月9日分授業企画書」「12月4日分   
授業新聞」「6月12日分ラベル新聞」「小林将の自   
分史～まさしカンタービレ～」（いずれもゼミ課   
題）  
・立命館大学学生FDサミット2010冬 当日配布   
資料（立命館大学学生FDスタッフ刊）  
■山形大学高等教育研究年報 第2号（山形大学   
2008）  
・山形大学高等教育研究年報 第3号（山形大学   
2009）  
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